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2月の人口の動き

出生男24女27計51
死亡〃20〃13＾／33
転入〃55〃44／／99
転出z／64／／59川．23

　

世帯数9．947

　

人口43．122

男20．670女22．452

ことしの施政方針

生活環境恵整－Jこ度Jr

住民負担の軽減も

　

3月定例市議会が、10

日から20日まで開かれ、

ことしの市政の大綱であ

る一般および特別会計予

算案など30議案はいずれ

も原案どおり可決・承認

されました。

　

市長は議会のはじめに

「生活環境施設の立ち遅

れを取り戻し、行政水準

を向上させたい」と次の

ような市政の課題と方針

を明らかにしました。

　　　

（要旨を掲載）

1、財政再建の推進と

　　　

住民負担の軽減

　

赤字解消を計画的に達成するため、引

き続き消費的経費を節減して投資的経費

の確保を図り、住みよいまちづくりの建

設に努力する。

　

また、一般財源の自然増に恵まれたこ

の機会に、市民税の税率を引き下げ住民

負担を軽減する。

2、事務を合理化し

　　　　

市民サービスを向上

　

職員の欠員を補充しない方針のもとに

年々ふえる市の事務を合理化して、市民

サービスの向上を図る。

●市役所の機構を改める

●計算、住民管理事務などは、コンビ

　

ユーター（電子計算機）を利用する。

・職員研修を強化する。

3、広域的な地域開発を促進

　

市民の日常生活の範囲が市の区域をこ

えて広がる反面、これに伴う生活環境施

設の整備が遅れている。

　

市民の期待にこたえて、道路や衛生施

設を効果的に整えるため、勝山市、和泉

村とともに広域的な開発をすすめたい。

4、総合農政への転換

　

米の生産調整は、水稲単作地帯の当市

にとって大きな問題である。今後、国●

県の施策と合わせ、農業団体とも密接な

連絡をとりながら農業構造の改善、畜産・

特産の振興、生産流通の近代化を主とし

た地域農業振興計画を早急に立て、経

営の近代化と安定にっとめたい。

　

また、農業近代化対策と合わせ企業誘

致を推進するなど農外所得の増加に努力

したい。

5、過疎対策の推進

　

山村地域の過疎現象は著しく、平和な

生活が続いた村が廃きょとなる姿は、時

代の波とはいえ心痛の思いである。

　

これらの地域については、道路・交通

や生産基盤などを計画的に整備し、地域

住民の福祉向上と平和な生活維持に全力

を傾注する。

6、まちづくりを強力に推進

①公共施設を効率的に整備するため、

計画的に用地の先行取得を行なう。

②人口の市街地集中が激しい。無秩序

な町の広がりは、生活環境を悪くするの

で、農業振興劇画と都市計画との調和し

た上地利用計画を早急に樹立したい。

③今後のまちづくりに重要なことは、

水資源の確保と系統だった排水である。

　

このため頁名川ダム建設で生ずる余裕

水量は、地尼還元を要望し、生活・農業・

工業用水の確保を図っていきたい。

　

また、今後の上水道計画に備え、水資

源の確保、用排水、下水路等の総合的な

整備計画を樹立したい。

市民あげて

まちづくり

　　

「あすを開く推進者

のつどい」は3月24日

市役所で関係者約200

名が出席して問かれ

た。実践活動の発表や

建設的な話し合いがあ

り、「1970年代の課題」

と題して東京女子大学

教授聯藤善巾氏の講演

をきいた。

　

青年会議所の伊藤武冶さんは、「雪

が降るのは自然現象だが、雪害は今や

社会現象である。雪を利用した昔の農

業や織物業などの産業構造も変わり生

活も都市化してきた。市民あげて雪を

克服しなければ、過疎防止、大野市の

発展はあり得ない」と謁査をもとに実

践活勁を発去し、注目された。

実践発表を聞く参加者

岸本監査委員ら再任

　

監査委ほに岸本達也氏（七板）、固定

資産計価審査委員に正津一夫氏（中保）

を選任、および人権よう護委員候補者と

して石田伊太郎氏（泉町）を推せんする

ことの議会の同意を得ました。
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予算

総額

15億1723万6000円

　

昭和45年度一般会計予算は、12億2，005万5．000円、6特別会計予

算が2ti9．718万1，000円、予算総額は44年度当初予算より2．75％増

の15億1．723万6，000円です。ことしの予算は、次の5点を柱とし、

財政再建のため市民サービスが低下しないように編成してあります

重点項目

1、市民の税負担の軽減

2、まちづくりの基盤、特に道路の改広

　　

舗装と排水路の整備

3、調和のとれた産業の振興

4、教育の振興

5、生活環境の整備と福祉の向上

　

予算に組まれた主な事業は次のとおり

です。（万来満切り捨て）

土木
道路の舗装

村部に着手

　

道路の改良・舗装は、硲線ほか13線で

5．557万円を計上、舗装延長は約7．000房。

　

ことしから村部の舗装に着手します。

　

道路や橋の維持●修繕に1．265万円。

除雪グレーダー1台の購入費550万円。

　

交通安全対策として、七間線歩道新設

中津川の踏切改良などの費用256万円。

河川や都市排水路の改修n2，050万円。

下鹿線の県道編入準備、県道宝慶寺●松

ケ谷線の改修負担金、亀山公園の整備計

画に320万円を計上してありまず。

農林業
稲作転換対

策費も計上

　

農業生心ミの基盤整備のため、構造改善

事業補助939万円、土地改良事業補助729

万円、排水路、農道の整備に400万円。

　

特に稲作転換対策費として、そ菜の集

団産地の育成と生産物の加工等袖助金に

263万円、家畜振興哺助金39万円。

　

経営近代化のためには、農業総合推進

費を主に155万円、農業近代化資金利子

補給に90万円を計上してあります。

　

林業関係では、過疎対策もあわせて考

え、黒谷●河内林道1．000房の開設費と

既設林道の維持補修に1．228万円、入会

林野整備事業135／ia分54万円を計上。ま

た、林業振興と経営近代化のため、林業

労務者の共済加入補助50万円。チェンソ

ー13台、工業用炭がま10基、おうれん生

産などの補助、計123万円と病害虫防除

費49万円を計上。造林事業として新植5

11a、雪起こし、下刈りの費用367／w分644

万円を計上してあります。

商工 金融対策に重点

　

商工業の振興対策は、金融対策に重点

をおき、金融機関に1．100万円を預託、

近代化のため融資します。また、商工業

近代化貸付金5●000万円に対する利子補

給として120万円。工場誘致奨励金など

商工振興費には165万円。

　

観光面では、城まつりに50万円、仏御

前の滝遊歩道工事など30万円、観光パン

フレット作製費など合計140万円です。

教育
生徒用机を

計画的に更新

継続工事を行なう下庄小講堂

　

学校施設の整備費として、下庄小学校

講堂の継続工事、小山小中学校プール建

設に2，155万円を計上。

　

教育内容の充実には、教材備品、教育

消耗品を主に1．467万円をあて、父兄負

担の軽減を配慮。この中には石油ストー

ブ105台分210万円と、中学3年生840

人分の机更新費290万円を計上、今後も

計画的に更新する方針。

　

社会教育面では、講座・学級の開設費

文化活動助成のために246万円、青年団

婦人会の活動補助25万円、新しいまちづ

くり迪動推進費50万円を計上。

　

体育振興面では、競技会の開催費、選

手派遣費、体育団体助成費に計180万円

を計上してあります。

福祉
保育所を充実

保母4名増員

　

小中学生の就学援助費293万円。重症

心身障害者手当78万円、合同慰霊祭と福

祉団体補助74万円を計上。

　

児童福祉費では、保育所の備品購入、

施設の改修に88万円、市民の強い要望に

おこたえして、3歳未満児を多く収容す

るため、保母4名を増員。

　

老人福祉対策費は、老人クラブ、ねた

きり老人の寝具補助、老人健康診断、敬

老会など、計150万円です。

保健
霊場建設に

3。501万円

　

各種伝染病、結核の予防費に562万円、

勝山巾と共同使用が決まった隔離病舎負

担金に98万円を計上。

清掃費には1．243万円を計上、ゴミと危

険物を円珊に収集します。

　

また、懸案の火葬場建設費は、3．501万

円を計上、本年度完成の予定です。

　

その他し尿処理場の増設のため、設計

委託料152万円をみていますっ

消防 施設を充実

　

打込式消火栓55万円、小型動力ポンプ

2台分66万円、ホースその他の防火用具

に40万円など、消防施設費に359万円を

計上してあります。

その他事務改善のため、事務の一部を電

算センターへ委託する費用が主なもの。
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歳入は堅実に見積る

　

歳入は，今後の景気見通し，咋年度の

実績などから堅実に見積っています。

　

一般会計では，市民税が1億1．810万

3，000円。円定資産税2億1，722万3．000円

たばこ消費税4．665万4，000円，電気ガス

税3．605万4，000円など市税4億4．369万

1，000円。地方交付税2億9，553万1，000円

国庫支出金1億1．634万4，000円。県支出

金4．285万8，000円。自動車取得税交付

金2．494万1，000円か主なものです。

特別会計予算（単位千円）

会計名 ’予算額

国民健康保険事業 250．765
］乱箇診療所 1，853
簡易水道事業 16．533

食肉処理場事業 4．074

南部土地区画整理事業 22．279

公団分収造林事聡 1．677

il‾之違鴎仮皿！奴纏g圖鴻励l即

　

大野市税賦課徴収条例の一部が改J↓ミさ

れ、本年度から個人市民税が安くなりま

す。従来の税率は、標準税率の1．3倍、

これを1．2倍に下げ、課税標準額15万円

以下の所得に対しては、いっきに標準税

率に引き下げ、特に低所得者層の軽減を

図りました。

　

なお、これら税率引き下げによる減税

額は、約1，000万円になります。

　

市長は、施政方針演説の中で、「今後と

も財政状況をぢえながら、計画的に税率

引き下げを行ないたい」と述べました。

○課税標準額15万円以下の例

　

扶養者が、妻とこども2人の場合、所

得がおよそ45～60万円の人。（生命●社会

保険料などの控除額の多少によって異な

ります。）

宝慶寺小●嵐分校が廃校

　

宝唆寺小学校、打波小学校嵐分佼を4

月1日から廃校とすることに決定されま

した。

　

これは、宝監寺・嵐両部落の人口減少

により、昭和45年度以降入学児童の見込

みがなく、学校設置の必要がなくなった

ためです。

　

出窓寺小学佼は、明治7年創立で96年

の歴史を、また嵐分校は、「明治11年に

冬季分教場を開く」の記録があり、分校

になったのは昭和21年、通算92年の校史

を終えます。

4月1日で廃校になる宝慶寺小学校

財政再建1ヵ年短縮

　

3億4．918万4，000円の赤字を、昭和42

年度から8ヵ年で解消する計μliでしたが

1ヵ年短縮できることになりました。

　

3月議会で承認を得た変更計画は、最

終の49年度に予定していた1．056万9．000

円を昭和44年度で繰上げ解消する内容で

す。この結果、44年度の解消額は、3，656

万9．000円となりました。

44年度予算総額は

　　

18億173万4，000円

　

3月議会では、昭和44年度一般・特別

会計補正予算案も議決されました。

　

この結果一般会計予算は、6．291万9，0

00円を追加し、14億8．245万9．000円に、

6特別会計予算の合計額は、3億1．927万

5．000円になりました。

一番多い胃ガン

早期治療が大切

　

ガンの多い順位は下表のとおりです。

1位の胃ガンで死ぬ人は、人口10万人に

対して1年間に、男59．5人、女35．4人

です。特に40歳からは「ガン年令にはい

る」と言われています。

　

早期発見、早期治療は、ガン防止の最

も大切なことです。円の検査をご希望の

方は、保険衛生課へお申し込みください。

順位

性別 1 2 3 4 5

男 胃 肝臓●胆嚢
I肺

食道・口腔 腸

女 胃 于宮 班臓耶嚢乳∽ 肺

米

の生

産調

整
に

ご

協

力

く

だ

さ

い

　

国では、米の過剰問題を解決するため

昭和45年度産米を100万t以上減産、大

野市でも］。243．3t（20J23俵）、

面積269．6加以上を減らすことと

なりました。

　

巾の減産状況は、関係者のご協

力のもとに、すでに農家別の目標

を各部落で調整願って、近く実践

に移されます。

　

生八洲穣は農家の自主的なご協

力により実施されるものですが。

この指導や爪進は、巾内の農業関

係機関●ト川本が一体となってご相

談に応じます。

　

生産訳價補助金は、昭和44年に

作付けした水田、45年に作付け可

能となった問田で、ことし米を作

らない場ごに交付され、休附、作

付転換の場合も変わりません。

　

作付転換が困難な所は休耕してもらい

ますが、休耕すると、地力の低下、ウン

カやカメムシの生息源となり他へ被害を

およぼします。

休耕地は荒らさないようにしてください

　

なお、この補助金の算出は、

調整水田の面積×44年産米の農業

共済の反当基準収穫址×81円（K9

当り）。手続きは各農家から調整

実施計画と袖助金申請書が市長に

捉出されたあと、区長・公家組合

長さんの協力を得て、事実と相違

ないか確かめます。

近代的な農業へ

　

政府は総合農政を打ち出して、

近代農業の育成を目ざしています

　

当市の場合も、この作付転換を

契機として地域に適した野さい。｀

畜産の集団剛地づくりを考えてい

ます。

　

今後は、生産基盤の整備、集団

組織体づくりなど、機械化された近代農

業へ進むことが必要です。

明るい希望をもって努力しましょう。
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市街地のゴミ収集

凋2回に

　

特別消掃区域のゴミ収集は、4月13日

から週2回になります。

　

町内ごとの収星目は、昨年と同様です

くお願いン

1、祝祭日は収集を休みます。次の収集

　

日まで持ち出さないでください。

2、収生口には、必らず袋詰め・箱詰め

にして午前8時までにお出し

ください。

　　　

危険物収集は月1回

　

村部の危険物収集は、偶数

月を定期収集とし、奇数月は、

各公民館長の要請により実施

します。

4・5月の日程は、

　

屹側・小出・下庄地区は、

4月が1日、5月が13日。

　

上庄地区は、4月が80．

5月が20日。富田地区は、4

月が15日、5月が27日。

阪谷・五箇地区は、4月が22

日、5月分として6月3日。

野犬は危険……全市民で

絶滅しよう

　

巾内には約800頭の野犬

がいると拙定されます。野

犬が幼児をかみ殺した丸岡

町での事故を教訓として、市民こぞって

野犬絶戻に努カレましよう。

注意事項放し飼いをやめる。犬を

捨でない。不川人は保健所へ。幼児

のひとり遊びをさける。野犬がりに

協力する。び録と川人病予防注射を

受けさせる。

市民会館は月曜が休み

　

市民会館の休館口は、4月1日から月

収日になります。従って、利用度の高い

日系1日は、平常の勤務を行ないますから

せいぜいご利用ください。すでに申し込

まれた日が、月曜口の場合は開館します。

古い教科書を

お持ちの方は？

　

昭和47年が教育制度100年記念になる

のを機会に、郷土歴史館では古い教科書

や副読本を集めています。

　

古い教科書、特に昭和20年前後のもの

がありましたら寄付してください。

あけぼの俣育所

入所児童を募集

　

錦町誓念寺で4月1日から開設される

　

「社会福祉法人あけぼの保育所」が、入

所児童を募集しています。

　

定員は60人。3歳未満児30人以上を優

先し、あと3歳以上児を収容します。

　

申込期間4月1日から20日まで

　

申込先市役所内福祉事務所

　

保育料市立保育所と同額です。

　

入所基準は、本紙12月号、または福祉

事務所でお尋ねください。

ご利用ください

商工業近代化資金

　

市では、商工業者の方に設備の近代

化、店舗改装の資金や、共同事業のため

の融資を次のように実施しています。

　

1、商工業近代化資金（1年据置2年償還）

　

2、商店設備近代化資金（／／）

　

3、共同事業資金（融資年度末一時償遠）

　

この制度をご利用の方に、1年間の利

子補給を行ないます。

　

この申し込みと問い合わせは、大野商

工会議所または巾役所商工観光課へ

　

3月！6日宝圀寺小

学校最後の卒業式が

行なわわた。
頗皿

　

卒業生は大井川f次八ただひとり。見送る在校生

もいない。式は、担任の篠田先生が進行、大谷校

長から320番目の卒業証書が大井君に渡された。

　

宝慶寺部落は過疎化がすすみ、新入学児童はひ

とりもなく、4月1日で廃校になる。

ノ⊇

l反
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スマイル

「ヤセル思い」
太った方ご利用ください

　　　　　

勁く歩道
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